
Title トーマス・マンと其の時代（二）
Sub Title
Author 高橋, 誠一郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1915

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.9, No.10 (1915. 10) ,p.1144(68)- 1166(90) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19151001-

0068

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


代 ,
ざ，，--
，，へ 

,. ニ
ノ ' 、•ノ

高

橋
誠

m

歡
九
恐

(

ニ
圏

}

論

説

-:ト丨マス®マ

t

其の時代
 

f

m

六八

此
論
の

緖
を H 
引

M
印
皮
會
if：

:

起
し
た
る
前
年

'郁
ち
ー
千
六
西
年
の
，末
日
を
以
て
荚
國 

、
 

成
立
サ
久
從
來

M
e

r
f

 

A

l

i
會
»

に
向
つ
て
加
へ
ら
れ
：

te
る
攻
擊
の

.錄
鋩
次
蹲
じ
，て

策
印
度
會
祉
に
集
中
せ
ら
れ
た
飞
印
度
洋
の
.如
ぐ
遠
隔
に
し

T
旦
っ
危

險
な
る
' 藤
洋

の
航

，了 

じ

，

.

は
國
家
の
海
上
權
に
有
害
な
る

I

を
及
ぼ
す
も
の
な
ぅ
ど
は
非
雛
の
？

要

®
に
し
て
、會

II
は
東
洋
に
於
て
英
國
商
品
に
對
し
大
な
る

®

要
を
望
む
こ
ど
能
は
ず
、從
つ
て
彼
等
は
彼
の 

地

古

く

ょ

.
t

.て
行
ひ
來
色
が
如

i

s

s

上
地
金
を
印
度
に
歡

.
 

绫
す
る

0

已
む
.な
き
に
茧

$

國
：內

^

於
け
る
貴
金

'馬
の
存
在
暈
を

.減

少

せ

し

む

る

に

_

る

可 

. 

し
ビ
は
亦

#

の
第
ニ

.
な
ち
而
ん
て
初
め

' 

t

l

 

o

i

l

ビ
.し
て
成
立
せ
る
東
：印
兜
會
酞

が 

■

»
次
.興
形

ft
を
改
め

.
て
棘
式

#

社
.
ミ
爲
る
に
及
び
遠
洋
貿
易
を
.行
ふ
に
當
久
來
印
燦
會
社
の

如
き
株
式
會
祉

V

」

M
e
r
c
.
n

'r
l
'

.Adventured 

•の
如

^
. regulated company 
€

の
，
利

德

得

失

を

：比
•較

考
 

量
す
る
に
由
女
て
問
題
は
、

1

層

.の
#
糾

..を
極
め
れ
ぅ
。

.
衆
印
度
會

tf
c

を

以

て

.英

國

..の

海

上

權

.
を

危

ふ

.か

.

.■ら

.レ

..■
{/
.'る
：
.
^
0
ー0
'な
P

ビ
:の
.
#
難
.
.は
：

.#

.

.
'
11
'
.の
： 

創
立
日
偫
ほ
淺
く
、國
內
の
船
舶
總
數
未
だ
‘大
な
る

U

至
ら
ず
、長
時
の
航
海
せ
其
間
に
發
生
す

る
損
窖

.ミ
は

®

に
由

b

て
贏
ち

#
可
き
利
益
に
比
し
て
均
衡
を
失
す
る
の
觀
あ

6
し
當
時
に

t

在
ぅ
て
殊
；

i
:

大
な

h

し
な
ち
會
社
は
海
上
動
務
の
爲
め
に
斃
れ
た
る
船
員
：の

1寒

'
歸

孤

兒

を

救
 

濟
す
る
に
努
め
、而
し
て

『
1

千

の

孀

：
婦
、
數

百
.の
奮
人
跛
寧
は
相
結
ん
で
會
社

.の
刺

m
k
,
反

對
し
て 

議
食
に
請
願
す
る
所
あ
み
き
。然
る

U

一
 

千
六
百
十
三
年

«

印
度
會
社
に
屬

t
^
T
r
k
d
e
s
I
n
c
r
e
a
s
e

 

な
る
商
船
が

B
a
n
t
a
n
i

附
近
に
於
て
難
破
す
る
や
江
湖
の

#

難
は
殊
に

#

し
く
、！ 

_
六
w

+

k 

年」

.R.

 

VJ.

稱
す
る
匿
名
の

 

| 

士 

Tradevs Increase 

な
る
 

|
册
子
を
著

;1
,
* Me

r
c
h
a
n
t

 

A
d
v
e
n
t
u
r
e
r
s

 

會 

社
の
利
益
，を
擧
げ
て
?

1
ま
印
度
會
社
を
攻
擊
し
、同
會

»

を
.
.以
.で
東
印
虔
產
貨
物
の
供
給
制

I 

>

限
、其
他
の
不
都
合
な
.る
所
爲
を
衍
ふ
も
の
琴
し
て
之

^

非
難
し

^

セ
.彼
等
の
■營
め
る
質
易
は 

英
國
の
海
土
權
を
減
殺
せ

^

む
る
に
至
る
も
の
.な
み
ミ
.の
說
を
■

張
せ
々
。

東
印
度
#

社
：«
此

«-
を
以

て 
'秧
序
を

*
it
す

る
' 
も
'の
^:
む

：て
.
«
衙門
ic
吿

發
.せ

ん
(f
せ
6
^
.
0
-

辦
.

九

卷

2

1

四

五)

踰

說

ト

ー

マ
XC

マ

ゾ

-

^

の
時
代
 

鉻
十
號
，

，

六
九



..

第

九

锻
(
.1

.1

四

六)

.

論
.._

ト
|
_
'

マ
ス
*
'

マ
\

と
.

其
の
：
時

代

..バ

 

：

第

十̂'.'. 

,

5 
.

時
に
同
會

II
:
の
取
.締
役 
<た
&

し
人
に

^
 D

u
d
l
e
y

 

D
i
g
g
s

 

(

成
は

d
i
g
g
e
s

 

j

千
五

17
\

十
三
年

| 

1

千
六
百
三
十
九
年

)

ぁ
^

。同
會
祉
に

.對
す
る
嫌

*
.を
^

疏
す
る

'^
爲
め
；に

.】

書
を
列

«'
す
可 

し VJ 

の
意
見
な
ぅ
し
が
、驄
て
同
年

H
ぼ D

e
f
e
n
c
e

 o
f

 T
r
a
d
e
; in a

 letter to Sir 

T
h
o

 
日 as 

Srrdth, K
d
g
F

 

VJf

o.v
e
m
o
r

 

o
f

 the 

E
a
s
t

 India 
c
o
m
p
a
n
y
'

 

F
r
o
m

 

o
n
e

 

of 

that 

s
o
c
i
e
f

な
る
小
册
：子
を
泛
こ

せ
办
。皮

,

は
此
書
に
於
て
賀

.易
の
，.危
險
、船
舶
及
び
海
員
の
傷
窖
增
加
及
び
某
結
果
；た
る
海
上
權
の
ぶ
隹

'
 

等
を
論

»

ミ
せ
る
東
印
度
會

11
:

の
攻
龊
に
答
へ
、併
せ
て
東
印
度
貿
易
に
因

.> 
て
英
國

,

織
^
一
 

. 

類
の
.輸
出
額
壻
加
及
び
同
#
社
■設
立
以
後
番
料
某
他
印
度
產
貨
物
の
價
格

下
落
せ
：：
る
等

0 ,
;
:擧 

實
ょ
&
生
す
る
國
家
の
利
益
を
指
摘
せ

6
。而
し
て
本
稿
の
主
題
た
る

.Th
o
m
a
s

 

M

g
の

A

けisco— 

vrse o
t
H
f
a
d
e
J

hc
r
o
m 

E
n
g
l
a
n
d

 vnt
o

 tlie E
a
s
t

 

丨

Indies "
.
A
n
s
w
c
r
i
n
^
t

-Odiuers 
邝 obiections which, 

are 

.usually 

V 

m
a
d
e

 

a
g
a
l

 

the 

s
a
m
e

‘

に
至
ぅ
て
は

〗

層
明
確
に
衆
印
度
會
社
に
對
す
る
非
雛
を
辯
破
し

.た

る
も
の
な

»
9
0

,
此
著
は
初
め

H
. 

の
匿
名
を
以
て
一
千
六
百
ニ
十

1.
年
偷
敦
に
て
列
行
せ

.ち
れ
た

^
"M'

c

 

..
n
J
l
u
o
s

は
#

著

s
§

t
u
r
e
:
o
f

 P

昏
匡
を

8

0
|

-

千
八
百
四
十

$

 ̂

め
て

 ̂

, 

行
せ
ら
れ
た
る
は

1

千
六
百

o

九
年
な

6
 

w

稱
す
る
も

(

同
書
九
十
八

I

九
頁

)

、然

も
>

u

£3̂

。
く

ま

of T
r
a
d
e

の
四
十
七
頁
に
は
一
千
六
西
〇
八
年
及
び

1

千
六

^

十一一
-年
の
事

’實
を
記
し

#

に
« 

l
.
l+'
-
‘寅
兵
び
三

+

八
頁
咚
は
一
千
六
百
ニ

+

年
：の

*

實
を
.載
す
る
：、に
據

.
_办
て
察
す
る
：に

g
o
,
 

n

は
同
じ
く一

千
六
吉
-

十
一
年
に
出
版

.：せ
'ら
れ

'だ
，
'る
此
，書
の
，

.再
版
を
手
に
し
、；之
.に 

 ̂T
h
e

 

second 

impres^on, 

corrected, a
n
d

 

a
m
e
n
d
e
d

 

^
の
文
字
あ

.る
ょ
^^

推
し
て
唯
だ
漠
然
ビ
此
書 

の
第

1

■版
を
以
て

】

千
六
茛
〇
九
年
に
出
で

たる

i

の
ビ
.課
う
傅
へ
た
る
な
る
可
し
。而
し
て
：
 

u
r
. 

E
d
m
s
d

 Frsiherr v
o
n

 H
e
y
k
i
n
g

 

亦
^

著
N
u
r 

G
e
s
c
H
c
M
e

 

der H
a
n
d
e
v
biianztheoIie(1

千
八
西
八
十 

年)

に
於
て
同

1

の
誤

®

に
陷
れ
支
其
七
十
ニ
頁

)

。恐
ら
く
は

M
c
c
u
l
l
o
c
h

を
唯

.j 

Q

權
威
ミ
し
て 

.偏
に
之
に
據
う
、此
書
の
第

.

1

版
.•を
參
考
す
る
こ
ど
な
く
し
；

'て
終
う

'た
る

も
の
な

.

.る
可
き
か
。此

■
■ 

書
は

1

千
六
西
ニ
十
五
年

purchases P
i
l
g
r
i
m
s

中
に
苒
剔
せ
ら
れ
禮
一
千
八
：頁
五

+

六
：每
：

M
e

 

Culloch 

が 

P
o
l
i
t
i
c
a
l
w
c
o
n
o
m
y

 

C
l
u
b

 

の
爲
め
に
編

#

し
た
る

.Ea
r
l
y

 

English. T
m
c
t
s

 

o
n

 

c
o
m
m
e
r
c
e
.

中

.
 

に
加
へ
ら
れ
た

う
。
^
日
ょ
う
見
る
時

■
は
各
版
孰
れ
も
皆
稀
少
な
る
设
本
な

&

::
°

•

翌

1

千
六
百
二
十

 
二 
年
に

至
う 

F
r
e
e

 Trade, 

or 

t
h
e 

N
e
a
n
s

 to 

m
a
k
e

 T
r
a
d
e

 

n
o
u
d
s
h
;

 w
h
e
r
e
i
n

 the

.

.

.

. 

.

■ 

' 

•

causes of* the decay of trade m

 thiw k
i
n
g
d
o
m

p
r
e 

diseased, and thoremeoles also to remove the swme are 

_
'
J 

r
e
p
r
e
s
e
n
t
e
d
^

千
六
百
五
十

】

年
苒
版

)

な
る

〗

，»,
上

.梓
せ
ら
れ
た
ゲ
。此
嘗
の

.齋
潘

.ね
る

‘

E
d
w
a
r
d

姑
九
怨

(

二
四
七

)

‘論

M -

>
丨
マ
ス
。
マ
ン
と
其
の
時
代：
. 

齚
十
號 

七
一



站

カ

怨
(

一

i

砂

八
.

)

輪

激

.

ト
i

ス‘

マ

ソ

と

其

の

時

代

：
：
'

.

.

第

'十
號
一
 

>

 

-

七
'

.

ニ

.

M
i
s
s
d
d
s

は
其
翌

1
千
六
百
三
十

1

〖

！年
ょ
$
約
十
ヶ
牟
間

0
0
!浓
に
於
け
る

M
l

r
i

l
t

u
l

 

會
刷
の

d
e
p
u
t
y
l
g
o
v
e
s
o
r

た
6

し
、A

に
し
て
、彼

.は
一
千
六
百
二
十
ニ
年
、貿
易
調
査
常
置
委
摄
會 

の
|8
4
立
に
促

:§
れ
て
筆
を
取
れ
る
も
の
、其
搠
す
る

所
.は
.
當
時
に
於

け
る
，regulated 

companiy 

殊
に
，Merchant 

A

皆
I

t

i
 .龠

#
.に
..對
す

:4
非
：_

を
_

駿
し
-
頌
.強
に

^

^

^

せ̂
ん
ど
す
る 

に
あ
る
こ

$
此

書

の

，五

十

頁

苕

し

く

，は
.七
+
四
寅
等

に

ょ

ら
'て
窺
知
す

る

こ
ビ
を
得

る
’な

み

。 

著
者
は
先
づ
國
內
ド
於

け

る

貨
幣
缺
乏
の
原
因
を
以
て
英
國

貨

幣

の
'價

脸
.高

く

、
和

蘭

こ

.
於 

て
在
率
を
以
.て
流
通
す
る
か
故
^

著
し
ぐ
同
地
方
.に
吸
收
せ
&

る

\

こ

ビ

、
外

國

商

品Q,
'
m 

費
、過
f

る
こV

、

並
に
英

國

に
於
て
東
印
度
賀
易
の
資
本
を
®

求
.す

る

こ

ど
大
な
る
.
の
.三
點 

に

歸
せ
欠
即
ち
興
第

三

の
原
‘因

に
.
■
し

て

日

く
 

.

.

. 

T
h
e

 

special 

remote 

cause 

o
f

。
日want 

of 

m
§

e
y

 

is, 

tEe great wan
t

 o£ an East India 

Stock 

here at h
i
e

 . : 

for 

the 

stock of the 

East 

India 

c

e

l

l 

being 

o
f 

great 

l

e〕and collected and 

c
o
l
c
t
i
d

 
all the 

other 

P
S
C
E
a
r

 

trades 

of 

the 

C
i
m
_
l
h
7
a
n
d

 a

 

great part thereof h
l
g

 

been 

e
m
b
a
r
f
d

 

I
 detained 

b
o
w

 

for 

m
o
r
e

than 

sve y
l

 past; :
;
.
:
:
:
,

 

this 1§
:I 

I
,
:
:
,
.
. 

is the Bore 
intolerale'ln that the c

o
i
o
n
-

w
e
l
l

 

I

 lost 

the 

use 

a
n
d

 

e
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 

o
f 

the stock itsdf, 

a
n
d

 all 

the.,increare、o
f

 T
r
l

 

I
c
h

 

the

I
I

I ：

f:

ip
_

m  •, 
1 ：
i
p
I
I :
ft
S

I ：
r

I ：m
| | '
重w

I ：
b
囊 '
• I
か

■ i' 
i '
i .

1 :

I

:y
.
l
a.-へ

s
^
m
e

 

m
i
g
h
t

 

h
a
v
'o
.
':
^
6 せ ced' in 

t
h'n
)s

e
v^al 

trades, 

o
f 

the 

SVIbiect̂

 w
h
e
?
e

.cr
y

 

pcr
启 d

a
n
c

In)

。
ヰ
 

n
^
g

客 

have, b
e
e
n

 

b
r
o
u
g
h
t

 into this, land, i
n

-&this time. 

 ̂

(

十
-三
.
.
1
>
し>次

に
.
國

外

に

於-
け

る
«

幣
_

乏

の
-

尨

闼

士

最

近.に
.衆

け

る

戰a

並
'に

親

金.を

以て
.：

行

は

、:;
?
)
>第
#

輝

.^
の
#

易

；U
'求

め

れ

先

镞
 

は

又

顧

易

褎..微
0

原

因

を
:*
帶

の

缺̂

寒

脚

度

算

易

«

本,0
損

傷

、
利.，子

の

高

：•

な

る
こ
：
ビ' 
0

} 

S
の

費

；
月

捧

む

》j 

V
J

7#*
U
.

在
う
マ

j

な

し

英

國

のa

業
.

は
： .

其
；
沿.海

に
.：
於

け'
る
：
外

入0
.ff
i

'

A
 

に

ょ

う

て.衰

、退.せ

ヒ

.m
,じ
®

场

摩

の
0
步

を
ff
l

Jl
:
す

る
0

_
脊
.ミ

し
.
.て
，‘不

，
苒

品

，
の

濫

製
、虛 

僞
の
封
印
.乘
に
不
摩
全
な
る

檢
査
'1
一一 
十
七
«

を
0
#

し
：_

K
:章
；
を

：
採

：
め
.，.
T
獨
：
占

女0

じ

.
次 

で(

第
四
章

)

質
；
易
^

に

#

け
る

家
駟
雁
の

#

要

：を_

き
、多

^

對
す
多
救
濟
粱
？
し
孓
外
國
货
幣 

を
し
て
內

«

貨
.：#

ミ
侗
一
へ
噸
値
、

K

孓
流
：辑
せ
む
：

.め
、以
由
奪
幣
を
國
內
6

保
留
.す
る
，
こ

. 

の

外

國

IV
消

®
を
：#
遇
；す

令

が
#

^

C

A
昴

^
卿

■ 

t神
ふ
：
る

こ
i
,
.
.
勢

主

_

し

商

.
«
«
'
:
# 

瓦

^
荥

余

を

保

つ
.が
.
#め

^

#
を

.駔
み

て

猶
^
ま
哥
く
高
利
务
肢
ぐ

^
釋
め
に
は
道
.
®
疼
び 

爲

#
平
派
の
流
祖

.を

.增
加
せ
し

.

.む
'
¥く
、而

し

；て
：«
占

.綠
全

藤

之

、
贪

躲

絕

脊

ん

め

，
ん
こ'ヒ
.
を

ま 

張

せ

i
 

, 

.
、
 

.

s
a
i
y
n
e
s

は
泚

g

l

s
の
著
に
對
し
て
同
じ
く
一

 

千
六

|5
吝
十

一 I,

年T
h
e

 

M
a
L
l
/^
'p
a
n
c
e 

o
f 

VFre-s

妒
力
怨

(
一
!
s

九)

論
■ 

0

ト
ー

マ
ス
。
マ
ゾ
と

^
の
時
代-
 

婼
十_
 

七
a



第
九
怨
，

(
I
.

ブ
五

0
)

論

說

.
ト
.
.丨
マ
ス
。
了

 V

と
其
の
昉
代

 

箱卜號 

七
四

T
r
a
d
e

 according to 

the 

three essential 

parts 

of t
r
a
m
q
u

-^namely, 

C
O
B
d
o
d
i
t
i

ぶ 

m
o
n
e
y
s,

队 ai
e
x
c
h
s
?

.0
*-
+
»
3
0
n
e
y
s 

b
y

 

bills 

o
f 

e
x
c
h
a
n
g
e
s

' 

for 

other 

countries'qr a
n

 

a
n
s
w
e
r

 

t
o 

a

 

Treatise 

of F
r
e
e

 

T
r
a
d
e

 

0
1 

'
t
h
e

 

l
a
n
e
s

 to 

m
a
k
e
.
t
r
a
d
e

fcboulislv 

i
l
y

 

で
&

ぼ
ぎ̂
を
出
扳
せ

$
。彼
の
寒
見

'は
'
已
^

其
前
著

ic 

於
て
明
か
な
る
が
如
く
、

®

k
商
寒
上
の
不
景
氣
の
み
な

s
:t'
、社
會
上
萬
股
：の

0
,
0
は
；悉
く
膂 

夕
國
货
智
の

' 理
法
へ
中
に
；
其

原

因

を

發

見

す

；る

も

の

：
な

'-
^

ビ
な
し

.之
に
對
す
る
唯

W-
J
kの
救
治
策

.
 

は
彼
の

staple 

f

m
を
復
活
す
る

.を
以
て
足
，れ
ぅ
ビ
爲
す
に
あ
る
を
以
で
、

M
i
s
s
e
l
d
e
n
.

が
：商へ業 

衰「

微
の
原
因

W

し
て
擧
げ
れ
る
も
の
、
誤
謬
，を
論
、證
し
，其
得
，意
な
る
，外
國
爲
替
の
寧
說
を
反
：
.

 

«

し
商

nll
t
は
肉
體
な
ぅ
、貨
幣
は
精

*

な
ぅ
、而
し
て
爲
替
一
は
‘精

神

：の

能

力

な

 

'
商
業
衰

K

0

 ̂

ら
ゆ
る
原
'因
は
殆
と
皆
之
を
貨
幣
の
缺
乏
：に

»

す

：る
‘
：
こ

を

，

.得
’
'
な̂
.

說

け

办

。

Misselden.

は

翌】

千

六

百 
二 
十

三

年 T
h
e

 

Circle 

of 
C
o
m
m
e
r
c
e

 ; o
t

 ; the 

Balanee 

o
f 

T
r
a
d
e

 

in 

defence 

o
f 

F
r
e
e

 

T
r
a
d
e
; opposed, to M

a
l
y
n
e
s

 

L
i
s
e

 Fish 

and.his 
G
r
e
a
t) w

h
a
l
e
)

 a
n
d

 POINea l
i
n
s
t
“
H
e

日 

in the 

scale; 

w
h
e
r
e
i
n also 

e
x
c
h
a
n
g
e
s

 .in 

General 

are 

considered:
を

著

し-て
：
§

ょ

々

し

て3 1
.外

國

爲

蒋

に

關

す

る

寧

見

，を

排

斥

：：し
、
東

.；印

：
度

會';#
食
辯

_

し

：
地̂

_

は
m

洋
a

貨

■#
を
他
の

«

洲

.?
國
'
に
.
_却
し
て
得
る
利
益
に

.

.ょ

.も
て
優

.に
1

は
る
、
所
以
を

f

 
.支

同
*

3
十

，
四

：
裡

。
凡

爻

當

時

•に
.於
け
る
論
客
の

‘譏
論
は
其
個
：人
：的

地

位

^
ょ

P
て
泐
か

さ
る 

>
所
多
、じ
。今
：：

M
is
s

他de
n
,

が
其
曾
て
攻

.擊
し
た
る
束
印
度
會
社
を
辯
譴

.す
る
に
茧

h

し
は

後
.ビ
同
會
祉
ヒ
の
間
に

.

®
に
何
等
；か

'
の
_
係
を
生
じ
ら

 

>
あ
'

|
し

：
に

：移

あ

：
ら

ざ

、
る

.か
。果
：然
此 

»

年
ょ

-

^1

千
六
宵
二
十
八
年
ま
で
彼
は
同
會
祉
の
爲
め
に
使
雇
せ
ら

.れ
、其
，和

1 |
ビ
の
契
約 

M

結

に

際

し

て

折

衝

の

勞

を

執

'̂
'
'
こ
ビ
 >

 

な

れ

：
ぅ
。

 

：
：

®
に
於
て

乎 

Maiynes. _

亦

同
年
 

T
h
e

 

Centre 

o
f 

the 

Circle 

of C
o
m
m
e
r
c
e

 : 

O
r

 

a

 

Refutation 

o
f 

a

 

Treatise 

entitled 

the 

Circle 

o
f 

C
o
m
m
e
r
c
e

 

o
r

 the 

Balance 

of T
r
a
d
e
.

を
列
行
し

T-Misselden 

を
攻
擊 

し
論
者
は
爲

#

の
秘
密
を
解
せ
ざ
名

.も
の
ビ
な
し
、彼
：等
を
し
て
眞
に
他
の
歐
洲
諸
國
に

*

® 

し
た
る
番
料

に
：代
へ

て
地
金
を

»
す
可
き
こ

e
を
强
制
す
る
條
例
あ
る
に

,?
>
.ら
•
'ざ
：れ
ば
彼

•
.の
.
 

，所
謂
地
金
輸
出
の
利
益
：：は
幻
想
な

1

同
書
吉
十
四
食

)

ビ
爲
：せ

i

。彼《

は
別
：に
又

' h
e
x

 

M
e
r
c
i
a
,

 

or 

th 
邝 An

c
i
e
n
t 

L
w
w

 

Merchailt. 

D
i
v
i
d
e
d

 

into 

t
h
r
e
e
d
a
l
t
s
; a

c
c
o
r
d
i
n
g
t
o

rt
-
h
e 

essential! 

par'ts of Trafhcke. 

:
{ 

| 

千
六

1?
1
1十
一
一
年

)

並
：に

：' 

EbglancFS V
i
e
w

 in the 

U
n
m
a
s
k
i
n
g

 

of t
w
d

 

paj^addxes ; 

with 

a

 

r

•隹ication 

u
n
t
o

 

the a
n
s
w
e
r

 

o
f Maister 

J. 

B
c
d
i
n
e
.
(
】

千
六

Ti
〇
.三
年

)

の
著
あ
&
。彼
は
其
幾
多
の
落
御
內
に 

自
然
法
の
舰
念
ダ
筱
見
す
る
こ

g

•，を得
る
最
初

‘
®.
,'興
國
記

0
.

の
：！

人
な
り
禎
は
®
も
な
く
之

铬

九

怨

(

ニ

芄

ー)

腧

m

ト

ー

マ
ス
，
^

v

と
•

典

の

時

代

，

 

丨

笫

十

號‘

七
K
 

,



辦
九
怨

(

ニ
3?
±

}

論

說

ト

ー

マス
i
 
ノと
*

の̂
代 

姑十
诚
.
，

.七
六
ノ

を
羅
馬
決
ょ

5 

%
け
た

I

彼
は
又
時
間
、距
離
：倩
贝
狀
飽
ビ
云
ふ
が
如
き

I
.

定
，の

#

素
を
：認
め 

て
爲
替
芋
形
の
偾
値
決
定
を
硏
究
せ

A

ff
t
jし
て
當
峙
に
於
け
る
贸
易

Q

r

tia
x

cx
'

^
lt
Jf
e

^I 

淡
濟
の

.方

.法
は 

一
M「
爲
替
は

.商
品
を
支
：醅
す
安
希
.
.へ
，る
：#

の:

寒
.見
に
へ
保
‘證
，
を

與

ふ

る

.の

..觀P 

ち
し
な
彼
の
：

.意
見
に
據
れ
，ば

；

k
i
n
g
f
e
x
c
h
a
n
g
e
r

 

.議

.’王
：に

T

嫌
命
せ
れ
：た
る
も

0

:に
 

，し
て
地
金

'及
び
：延

.金
ビ
交
.換
：し

^
-
_拿

を

與

；
ネ

る

，
も
©'
芨
.び
®

賢

商

、
金.：1£
0
.類
は
：國
：庫

の
!«
: 

入
を
難
取
し
國
王
の
根

'害
を

.以

.

.て
：自

.

.已

.
0
1當
'を
垴
大

.ず
る

.も

の

に

し

て

^

卑

涯

を
S

じ
"
て

豸 

#

の
處
越

」

を
主
張
し
爾
替
人

：

の
^
、.術」
を
暴
露
し

®

し
で

-爲
替
は

rpar. p
f
o

 

p
a
n

--
價
«

に
.對
す
る 

價
値

1の
原
則
に
從
つ
て
行
は
れ
ぎ
る
对
ら
ざ
る
を
論
じ
た
ダ
。

 

,

M
,
u
n
.

は
'又
 

petkian 

a
n
d

w
§
b 

沄
 t泣

！！ce 

6f,the 

G.C 

象

m
o
r

 a
'
n
d
n
c
m
p
a
n
y
-

o'f 

窆 erchants. 

of 

L
o
n
d
o
n

 

t
r
a
d
i
n
g

び
f
 p

s
t

 

I
n
d
i
e
s
:

起
拿
の
任
に
當
办
-
千
六
百
こ
十
八
年
十
月
之
を
下
院
に
提
出
し 

•1
4

金
®

11
1

の
必
喪
を
論
じ
た
办
入
此

«

«

.

】

千
六
1

觸
十
一

‘
年
與
び
公
に
せ
ら
る

)

。次
で

.Cr
o
m
­

well

■.時
'代
 

に
.於
け
'る
迪
ff
ra
.
K
.
關̂
；ず
.
.る
.
.■最
.大
.
0
.
.
.
.

權 

》

J
-
-
l
^
®
.
.
.
_
n
;
^
.
:
.
.
&
.
:
.
.
s
i
r
:
.
R
a
I
p
h
:
'
M
a
d
d

co
*
.
6». 

は

一

千
六
百
四
十
.年
'

E

ca-
I
a
n
d
v
E
Q
O
l
d
n
g

 i
n
'ond 

o
u
t
;
(

翌
年
，.
®版)
の
第
二
：章
に
於
て
貿
為
平
•衡
の 

說
を
述
ベ
次
.で

】

千

六
|5
.五
十
五
牟 'Great 

B
r
i
t
a
i
n
^
R
e
m
e
m
b
f
R
h
c
e
r,

.片 6
k

 
嚴
一in i

b
n
d

 

O
u
t
.
0

rf
«

の
へ
下
R
之

を

ハ

改

版

精

補

せ

欠

而

し

て
.Kenry 

w
o
f 
o

p

亦
二
千
六
西
四

.十

1
U年
、興

：England^ 

Safety

5*Trades,E&.r^se. 

{の
•'ニ
十
四
賛
忙
於
て
東

.印

.、度

會

社

の

地

金
)it
出
，を
晴
植
背 

.

斯

く

の
如

穸

蹄
代
の
氣
運
は
又

^
§
の
子

J
。

ぎ
‘_

」

ロ 

.を
し
：て

_

父
：
0
蹲

著

E
n
g
i
a
n
d
v
T
w
e
a

丨
 

.sure 1:>y IBOrralgn 

rrade. 

or, the Ballance 

s our Forraign 

l
v
a
d
<T
>
'

isHJLe R
u
i
e
a
f

 our Treasure .
を
上 

梓
せ
し
む
る
に
至

.ら
し

'め
ぬ

。
父

の

：逝

け

る

は

ー

，千

六

捃

码

卡•

】

年
に
し
て

(

享
年
七
十
歲
、同
年 

%
月
ニ
十

 

一
0
, .Bishopsgate

な
る

St. H
e
W
s

寺
院
の
內
陣
に
葬
る

)

子
の
之
を
出
版
せ
る
は

】 

千
六
真
十
四
年
な
ぅ
。而
し
で
此
書
は
一
千
六
百
六
十
九
年
：第

一
一
版

を
，、同
、九

十
八

年

第

三

版
 

を

〗

千

七
1?
年

第

四

版

を(
L
e
w
&

 .Robert 

の

g

目
^
: M

:̂pe;
0f

6
0
m
m
e
r
c
e

^，
合

§'
、
間

十

三
 

年
、第
五
版
を
、同

5£
十
五
年

_
六
版
を
列
行
岣
越
へ
で
第
十
九
埤

«
に
¥ー 

ク

一
千
八
亩

3£
+
六 

年
に
は
 

M
c
c
u
l
l
o
c
k

0-l̂
arly Tracts 

s co
m
m
e
r
c
e

'^
-

10
柿
爲
せ
ら

'れ
51
に
ニ 

千

A'
W
九
十
五
年 

A
s
H
e
y

 

の

：

Economicokssics 
中

.0'

.

】

«
ビ
し
，て
沿
版
せ
ら
れ

fe
レ
。 

：

.

吾
人
は

&

ょ
$

彼
が
前
後
の

1
|蓊
述
を

.通

.じ
て
彼

0

時
代
ミ
其
間
に

.流
る
、
經
濟
瓜
潮

0 

,1

.
班
を

*

は
ん

'

V。

す
.。

' 

-: 

.
/

J
'

,
1

:
v

 .

.

0 

•

- 

.

笫

九

怨

u
l

:

: zt
I

i
l

)

論

說

ト

ー
V

X

O

V

V

と

筘

の

喵

代
 

第

卡

號 

七
七



.
:，雜
为
怨
：

(-

ニ
五
.四)

^
1 - 
0 

.
v
i
>
x
®

マシ
i
其
.の
-時
代
'
. 

.游

卜

映

b 
f
v

希
盟
峰
の
南
端
を
迥
ぅ
て
東
印
度
に
到
る
の
航
路
に
し
て
發
、見
せ
ら
れ
ざ

b
し
な
ら
ん
に 

は
'吾

が

歐

羅

.巴

の

難

督

敎

ヘ

國

は

藥

味

、香

料

、生
：

'糸
、藍
、キ
ャ
ラ
コ
筝
の
不

.必
宴
；
.品
を

.購
入
：す

_

爲
.め
に

^

w
和
葡
萄
.牙
及
び
.
低
陸
聯
邦

.ょ
P

年
々
#£
地
：
.に
M

遺
.せ
ら

.る

幾
多

の

«

_

に
ょ 

$

て
其

-)
1
1金
銀
及
び
鑛
貨

^.
洒
渴
せ
し
む
る
の
>
:憂
な
き
を
得

ft-CV

し
な
ら
ん

V
J

の
«

"1
^
辟 

時
に
於
け
る
俗
論
を
支
配
し
れ
る
所
に

.し
て
、旋

.て
又
；東
邦
賀
易

0

利
益
を
主
張
す
る
者
の
先 

つ
麥
.一

に
論

®

せ
ざ
る
を
得
ざ

3

し
所
の
も
の
な

^s。
(
A

 

Discovrse 

o
f

 Trade, 

f
r
o
m
'
E
n
g
l
a
n
d

 vnt。 

the 

l
l
j
n
d
i
e
s

• 
二
千
六
莨
ニ
十

 

一
_

第
一
版
四
：

—

五
頁
。以
：.下
本
書
の
引
用
は
總
て
间
版
，に 

0
るX

而
し
て
之
を
論
破
せ
ん
が
爲
め
に

は
彼
等

は
先
づ
這
般
：の
.貨
.
.物
が
'決

し
て

不
必
要
品
ビ 

し
て
目
さ
る
可
き

.も
の
に
非
ざ
る
所
似
を
說
明
せ
ざ
る
可
ら
ず

(

同
'書
五

i

八
頁)

。

一

這
般
の
貨
物
中
藥
味
香
料
の
類
が
啻
：に
入
間
の
美
，食
趣
味
を

-滿
足
せ
し
.む
る
の
み
に
止
ら 

す

し

て

、
彼

等

，
の

健

康

.を

保

持

し0
患

を

救

治

す

る.0
必

要

品た
''

る

所

以

は

當

時

，

に
：：

於

け

る

科
 

學
卷
の
意
見
に
徵
し
て
明
か
な
る
所
に
し
て
、齒

:»
.は

^

”
自
ぎ
贫

.
‘楚

0
け
办 

及
'び

R
e
m
b
e
r
t

 

D
o
d
o
n
e
u
s

0.
著

H
i
s
tory 

o
f 

P
l
a
n
t
s

等
.の
，諸
書
を
擧
げ
て
•之
に
答
へ
た
而
し
て 

是
.等
の
貨
物
を
疵
用
せ
中
し
て

.：生
存
す
る
國
1:
^

は
.未
だ
31

:

效

甩

を

，認

知

，
せ

ざ

る

か

®

し

く

は

之
を

.認
知
す
る
も
贫
：窮

.に
し
て
能

.ぐ
之
を

»
入
す
る
，の
資

.源
を
有
せ

〔

.ざ
洛
も
の
な

.多
。吾
人
ょ 

h
視
て
彼
等
を
羨
望
，才

.可
，き
の
裡
由
狴
も
存
在
せ
ざ
る

'な
ん

次

に
生
糸
及
び
藍
に
至

&

て
は

. 

m

暴

飾

の

上

の

み

.な
ら
す
這
個
の
原
料
に
ょ
ぅ
て

:®
.弟
織
：布

.染
物
；の
;#
業
勃
典
し
幾
多
の
？
 

貧
民
は
玆
に
救
濟
软
持
せ
ら
れ
て

*

て
.又
’國
家
の
繁
榮

r來
す
に
至
る
可
し
*
く
は
伊
太
利

の
諸
邦

#
蘭
西
犮
び
低
陸
聯
邦
の
如
き
以
て
吾
が
；殷
鑑
ミ

^
す
可
き
も
の
な
か
#
し
夫
れ
豸

.
 

• 

it

人
が
®
く
取
引
を
開
始
し
た
る
キ
ャ
ラ
コ
貿
易
に
罕

i

て
は
徒
ら
に
基
督
敎
徒
©
失
费
を
以 

て
異
敎
徒
を
富
ま
し
む
る

.
の
觀
ぁ

i
毫
も

^

に
K

て
利
益
な
き
が
如
き

も

然

も

亦
特
殊

0'
效 

用
な
き
に
ぁ
ら

t
、殊
に
英
國
に
取
ぅ
て
は
一
而
に
於
て
是
，に

'由
P
て
：外
國
貿
易

-を
.僧
進
し
*他 

而
に

M

て
^

來
*

_
に
輸
入
せ
ら
，れ
て
法
外
な
る
高

{H
を
^
し
た
る
力
ム
ブ
レ
ー
及
び
和
蘭 

麻
-布

並

，
に

其

他

のSS
麻
布
の
價
格
を
減
少
せ
し
む
る
，の
利
益

' ぁ
る
を

0
る
可
ら
ず

.

I

は 

如
上
の
所
論
を
以
：て
印
度
產
货

.物
の
必
須
な
る
用
途
を
說
明
し
得
れ
る

.も
の
ば
做
せ

a

m
等
，
 

货
物
に
し
て
果
し
て
無
用
の
赞
物
，

R
非
ざ
る
を
知

&
ば
、そ
が
從
前
.歐
雜
巴
に
輸
入
せ
ら
れ
ね 

る
：手
段
方
法

-

^
現
狂
に
於

:»
•る
狀
滕

V
Cを
比
較
一
考
量
：し
て
孰
れ
，か
我
れ
に
利
益
多
き
や
を 

研
究
せ
ざ
る
可
ら
す
。

(

同
喪
八
丨
十
九
頁

) 

.
，

.、

'

笫

九

怨

2

1
K

五

.

)

論

0

->
'

-

マ

ス

々

マ

ゾ

と

典

の

時

代

■

,
 

婼

十

號

•

七
九



婼
九
源
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(

M
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L
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跳

i

マ
ス
，マ
ゾ
と
其
め
畔
代

 

雜

十

號

八

〇

射
も
'歐
洲
儲
國V

J

J K
印
度
：ビ
-
の
質
易
は
新
航
路
の
發
見
に
因

6

て
初
め
て

起

A
る
も
の
こ 

あ
&
す
。
從
來
是
等
の
貨
物
は

印
.度
の

.#
地
ょ
$
搬
穑
せ
ふ
れ
て

、洗
づ
紅
海
の

M
o
c
h
a

及
び
波 

斯
海
の

s

f

に
到

-

次
で

.

古
人
の
手

y
.

漂

f

 

S

の
旅
行
を
終 

克
て
ひ
。ぶ

0

a

i>3
p

o及
び

换
及

0
.逝
«

讪
利
取
ね
駿
ヵ
、念
ょ

.̂
觀
1;
.海
路
に
由

4

て
歌
.洲
各 

雄
に
頒
布
せ
ら
れ

J

撕
に
し
て
、

義
脚
に
於
け
る
交
易
を
主
宰
む
來
办
た

る
毛
の
は

實
に
赛 

省

敎
國

d

間

Q

敵
た

る
土
洱
古
な
ぅ
し
な

6

。然

る
K
全

智

全
能
な
る

神
の
攝
理

に

甚
#

て
.
希 

翅
峰
に

由
る

東
印
度
航
路
の
發

.鹿
は
啻
に
紅
海
及
び
波
斯

W

R
於
け
，る
印
度
人
ビ
土
浑
古
农 

ビ

，の
通
商

實
易
を

著
し
く
衰
滅

せ
し
め
れ
る
の
み
な
ら
參
、普
ぐ

*
督
；敎
國
の

.福

*
を
增
避
し
、
 

特
•に

英
®

に

取
6
て
'は
自
國
猶
物
の
販
路
を
櫥
張
し
、以
：て
從
前
に
比
し

#

々
歐
洲
を
去
ぅ
て 

.’

興
：敎
の
地
に
輸
送
せ

&
る
可
き

銀
の

.額
，を

減
少

せ
：
t
む
i

軍
れ

<

®r
{
て

f

は
香
料

1 

波
斯
生
糸
等
の
貨
き
を

.從
湔
の
如
ぐ

>
ー
谱

0
に
.淤
て

*
入
せ
妒
し
て
、之
を
攛
接
印
度
ょ

6
購 

入
す
ァ
，

t

l
石：趣

は
縱
來

，
身
敎
■
ょ
^
土

W
古
に
遞
出
せ

ら
れ

^

^
現
.金

0
掏
九
十

班

莴 

三
：千
：五
浪

S

屮
！
1
4破
：：四，铸
妈
背

⑩
®
額
を
節
約
し
得

可
.心
せ

®
.
:計箅
を
立

て
た

炎
書
十
ニ

.
 

i
.
'
T 

r
炎

J
ク...̂
 

 ̂0

は
單
に
之
.を
商
人
の
利

«
迄
し
て
の
み
見

.る

.可
き
に
あ
ら
中
、&
等

貨
物
の
低
廉

.な
る
事
實
に
因

6

て
國
家
ば
亦
其
利
益
の
大
部
分

.を
享
有
し
得

.可
き
'な
ぅ

^,
說 

け
6
。次
ぎ
に
東

0
€

の
直
質
.’具
は
從
來

^
 
一
 

0

物
は

»

し
'て
狩
へ
る
，土

3¥
古

べ
の
赃

海
に
比 

し
商
人
が
自
己
の
投
資
に

' 
對
し
て
利
潤
を
、見
る
に
室
な
の
期
間
長
ぐ
、危
險
負
擔
'に
對
す
る
失 

費
.も
猫
み

#

つ
て
又

'船
舶
、糧
食
、海

.員

.其
他
の
者
に
支

*

ふ
可
き
.貴
銀
等
の
费
用
遙
に
大
な
彡 

ミ
雖
も

•斯
く
の

'如
ぐ
し
て

.賣
捌
か
れ
た

.る：印
度
貴
物
の
價
格
を
構
成
す
る
大
部
分
は
從
■前
の 

如
く
興
敎
徒
に
對
し
て
現
金
を
以
て
支
砩
は
る
、
に
非
す

'し
て

@

國
內

_の
資
.料
.
.ビ
自
‘國
K

の) 

傭
雇
に
對
し
て
給
付
せ

&

る
、
も
の
な
る
が
故
に
、

.

|

部
人

±

の
想
像
す
る
が
如
く
決
し
て
國

‘
 

家
に
危
害
を
加
ふ
る
も
の
に
非
す
、却

つ
..て
其
繁
榮
を
助
成
す
る
の
效
ぁ
る
な

$

云
々
しヾ。

®

し 

て
胞
有
刹
な
る
交
爲
の
事
業
を
土

‘耳
古
人
の
字
ょ

i

奪
ひ

.て
其
大
部
發

t

吾
が
英
國
の
掌
中 

に
收
め
ん
ビ
努
カ
す
る
も
の
は
诳
に
英
國
東
印
度
會
社
に
ぁ
ら
中
や
。'

,
.
:
ド

然
ら

«

»*
く
有

?»
.な
る
通
商
質
易
を
維

#

す
る
必
要
上
吾
人
が
銀
を

®

^
す
る
正
當
な
る

.
 

理
由
に
對

し

果
し

て
宪

ぐ

.
興

論
を
挾
み

得

を

遨
ぁ
.

ぅ

や
。論
者
或
は
土
耳
古
領
內

R

於
け
を

取

引
は
基
督
敎
'徒
に

f

て

皿
0*

_

«
物ヾ

し.

の
5

1
交
S

し
ぐ
は
彼
等

' が
年

々
,

1

0
鹿
.歷
.山

.
•
.
.
.
:

 

.

 

,
 

'

利
興
苕
士
姐
丁

.
堡
等

U

於
て
縣
多
の
货
物
を

H

却
し

p

 

#
た
る
貨
幣
に
依
つ

P

行
は
る
、
も

婼
九
盤

(
1
1

芄七)

.論
脱
ト
ー
マ
ス
*マゾと典の晬代
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十
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怨
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ス
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マ
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と
興
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陆
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欺
十
號
 

八
ご

の

な

ぅ
$

思
惟
す
可
し

^

雖
も
、然
も
グ

.
1ス
人
ど
云
ひ
、怫
蘭
人
^
云
ひ
將
た
和
蘭
人
ビ
云
ふ 

も
孰
れ
も
皆
土
耳
古
人
の
手
中
に
指
す
る
諸
貨
物
に
對
す
る
其
必
须
の
欲
求
を
滿
足
せ
し
む 

る
に
妃
る
程
度
ま
で
多
最
の
自
國
商
品
を
彼
地
に
輸
出
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、波
斯
生
糸
の
如 

き
悉
く
現
金
を
以
て
之
を
購
入
せ
ざ
る
を
爆
ざ
る
な
ち
®
だ
英
國
人
は
他
の
國
民
に
比
し
此 

點
に
於
て
大
幅
羅
紗
、錫
其
他
の
自
國
商
品
を
多
額
に
輸
出
す
る
.が
故
に
利
益
の
大
な
る
も
の 

あ
る
な
办
。

1

0

1
は
年
々
少
な
く
も
九
十
萬
磅
の
現
金
を
及
び
亜
歷
山
利
亜
に
送 

る
の
み
に
し
て
殆
ど
何
等
の
貨
物
を
輸
出
せ
ず
。

V
e
n
i
c
e

は
巨
額
の
商
品
ミ
典
に
何
ほ
十
萵
磅 

を
輸
送
し
、低
陸
聯
邦
も
亦
極
め
て
少
贷
の
貨
物
ミ
典
に
五
萬
磅
の
正
货
を
送
ぅ
、

M
e
s
s
i
n
a

は
ニ 

捣
五
千

«

の
現
金
を
支
拂
ひ
つ

>
あ
^

な
支
同
書
十

$

頁
傍
胜

)

。今

'oenouay, 

F
l
o
r
e
n
c
e,

及
び 

L
u
c
a

等
の
情
況
を
見
る
に
楚
等
の
諸
邦
は
少
な
ぐ
も
每
年
五
十
萬
磅
の
價
袼
に
達
す
る
生 

糸
を

Sicilia

ょ
^
\購
久
し

^
;に
支
挪
ふ
が
爲
め
に

^
p
u
, 

Palermo; 

M
e
s
s
i
n
a

其
他
の
市
場
に
於 

て
年
々
約
十
萬
磅

0
:絹
毛
交
織
物

'其
他
の

'商
品
を
歡
出
す
る
に
過
ぎ
ぎ

.る
：が
爲
め
に
.結
局
其 

' 

餘
の
三
十
五
莴
磅
は
勢
現
金
を
以
て

‘
支
拂
は
ざ
る
可
ら
ず
、然
れ

•ど
1

彼
等
が

.甘
，ん
：じ

.
て
此

£

■ 

'概
の
蓝
金
を
拋
ち
で
菡
も
凝
ふ
る
所
な
き
观
以
の

.i

0'
.
は
•何
.ぞ

や
。彼
等
は

.造
等
.生
糸
に
加

ェ

し
之
を

F
r
a
n
c
k
f

 

o
r
d
e

其
他
の
市
場

...穴
輸
湓
し
て
販
實
す
る
時
は

.正
龈
は

«
;
び
：伊
太
刺
に
M 

又
し
來
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
所
以
を
久
じ

き

經
驗
に
據

> :
.
そ
.知
悉
す

,れ
ば

®
.
b
。御
外
.の
事
俯
に 

迂
遠
な
る

人
々
.

«

M
0
^

の
如
'ぎ
小
邦
、別
し
て
は

«

爾
雨
の

.：一
部
に
過
ぎざ

；，

る
：'Martellis;

が 

斯
< 

E
额
の
現
金
を

.輸
出
し
得
可
き
資
源
に
就

.き
て
怪
し
む
：こ
ぐ
し
あ
る
可
し

^

雖
も
，彼
等
は 

之
杞
ょ
り
て
收
得
し
れ
る
生
糸
其
他

0

貨
物

'を
各
地
に
賣

'却
し
、興
對
價
ヒ
し
て
充
分
な
る
貨 

.幣
の
高
を
吸
收
す
る
を
得
る
な
り
。即
ち
匈
；牙
利
及
び
猶

0

の:

鑛
‘坑
.は
多
額
の
金
銀
を
.玆
に
向 

つ
.て
供

^

し

ク
> 

P

る
な
り
、他
の

.伊
太
利
諸
邦
就
中

G
e
n
o
u
a
y
,

 

F
l
o
r
e
n
c
e

及
び

M
i
l
l
a
n
e

の
如
き 

は
西
班
牙
ょ
り
し
て
充
分
な
る
正
貨
を
收
受
し
て
以
て
其
大
債
務
を
支
娜
ひ
得
る
な

b
。一 

時 

の
出
金
は
毫
も
*
ふ
可
き
を
見
ず
云

 

'冷vj

。Mu
n

は
以
上
の
所
言
を
以
て
東
印
度
贸
易
の
週
去 

.及
び
現
勢
並
に
年
冷
之
が
爲
め
に
輸
出
せ
ら
る
：：、
貨
幣
の

.性
質
を
明
か
に
し

#

等
が
之
を

遂 

行
し

#
る

資
源
'を
說
く
に
於
て
充
分
な

b

ビ
爲
し

_

を
.進
、め
て
英
國
の
廉
印
度
賀
易
が
此
國 

の
總
資
；源
及
び
正
貨
を
消
減
せ
し
む
る
も
の
に
非
ず
し
て
寧
ろ
之
を
增
大
す
る
に
與
つ
て
力 

あ
る
所
以
を

IT
'

述
せ
へ
支
同
書
十
^

1
一
一
十
八
.
®
。
.

.
東
印
埤
霞
邦
忆
在
々
て
；は
金

.：は
銀
に

»
し

某
比

®
頗
ぞ
低
く
、且

つ
英
國
の

：

銀
貨
は
西
班
牙

’
第
九
卷

-(

ニ
艽
九

)

腧

跳

トーマス

9
マ
ゾ
と
波
の
呻
代
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九

怨
(

一
j

六

〇
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蹄

說

.

ト
T

>

ス
4
 
.

ゾ
と
_

の
•時

代 

第

十

號

八
四

のR
i
a
l
f
j

同
I..

價
.値
を
有
す
る

.事
な
く
、加
"之
，英
國
ば
K

印
度
.會
社

.に
1
對
し
自
國
0
:金
_銀
貨
を 

輸
出
す
る

.：の
權
能
を
赋
與
せ

t

m

R
一
 

定
の
限

'度
內
に
於
て
外
國
の
正
貨
を
年
.々
輸
送
す
る 

を
許
す
に
過
，ぎ
さ
る
の
事
實
を
知
悉
せ
ざ
る
も
の

?>
ら
'ざ
る
可
し
。而

-し
て
同
翁
社

0
、艮
«
こ
 

撳
6

て
明
か
な
る
が

.如
く

1

千
六
百
〇

1
年
初
め
て

.斯
業
を
開
始

.し
て
ょ

，̂

|

千
六
吉
こ
ナ 

年
七
月

^

至
る
ま
で
彼

'等
は
規
定
に
傘

.じ
て
同
期
間
內
记
七
十
ニ

.萬
'磅
を

_

出
し
得
可
き

k 

拘
ら
ず
、僅
に

.五
十
四
爲
八
千
〇
九
十
磅
の
西
貨
を

.積
出
し
た
る
に
過
ぎ

t'
ro
し
て
彼
等
は
又 

社
十
プ
ケ
守

K

R
ナ
r

尉
^

«
毛
r

«-
錫
其
他
の
內
外
貨
物

11.

十
九
萬
こ
千
二

H

八

-U
丨
六 

を
輸
出
せ
ぅ
。從
來
殆
と
何
等
の
販
路
を
有
せ
ざ
ぅ
し
遠
隔
の
地
に
斯

C

多
額
の
輸
出
を

a

る 

に
至
办
し
は
一
大
成
功

S

云
ふ
の
外
な
く
面
し
て
這
個
の

'質
易
は
；燉
近
三
：ヶ
年
問
に
於
け
る 

W

S
殊
に
寒
し
く
、锻
來
に
於
て

M

に
長
.
足
の
進
步
を
期
待
し
得

-可
き
：充
分
な
る
现
‘_
存
ず
る 

な
ち
而
し
て
年
々
國
內
ょ

.々
東
印
度

.に
'輸
出
せ
ら
れ
た
る
：外
：國
貨
幣
の
.高
は
同
#
社
に
對
し 

て
交

^

せ
ら
れ
た
る
免
許
狀
の
規
定
に
準
據
し
て
年
：ナ
之

v
同

1
,额
の

*

を

國

內

.
に

愈

入

す
 

M. 

&
も

の

た
A
 

#

&
-
は

同

會
11
R

由
6

て

常
^

誠

實
R

遵
*

せ
：
ら
：
る
：

A
f

の
：
み
：
な

ら

ず

、
親

定

'
 

以
上
に
過
刹
金
を
存
せ
し
め
：て
英
审
利
王
，國
を
窝
ま
し
め
つ
>
.?>
,
’る
'な
.ち

而

し

て

'
£
親

定

ゅ

力
に
據
ぅ
て
商
人
等
は

®
對
價

S
し
て
賣
行
き
好

.き
1|
赀
«
物
を

.■國
內
に

*
す

r
l
Sな
く
し 

て
克
く
貨
幣
を
囘
收
す
る
こ
ど
を
得
る
な

6
。今
策
印
度
會
社
が
年
々
十
萬
磅
を
積
出
し
之
'を 

以
て
直
接
東
印
度
諸

.邦
に
於
で
胡
椒
、丁
香
、肉

5
養
葚
蔻
花

‘藍
、支

那

生

糸

、
キ
ャ
ー
フ

n

を
購
入
し

. 

之
を
英
國

R
送
附
す
る
時
は

f

0
計
算
に

#

、へ
ば

.四
十
九
莴

©
千
ー
|
百
ニ

+

5
磅
4ハ
志
八
. 

片
"
を

藤

ち

得る
Y

レ
ヾ
しゝ

な
る
。
®
ち
H

+
九
萬
四
千
一

「

西 
一|

十
三
#
六
志
八
片
の
過

_
«■
國

 ̂

の
總
資
本
を
增
進
し
た

.る
：こ
ミ
く
な
る
な
公
。何

.デ

i

レ
f
f
れ
ば
東
印
輿
會
社
は
、該
傘
額
の

.大
部

 ̂

を
關
税
及
び
輸
入
稅
ぐ
し
て
國
家
に

.提
供
し
或
は
又
會

it
の
.代
理
人
、役
：員
、海
員
に
對
す
る
給 

料
ど
し
て
之
を
支
挪
ひ
，船

«

il
食
、®

3

險
其
他
の

-
經
凝
に

' 
充
：當

し

て

之

を

消

費

し

_

す

可 

しV
J

雖
も
^

も
僅
に

.船
舶
の
資
料
を
除
き
て
は
孰

.

.れ
ざ
0

國
富
の
.變
形
忙
過
ぎ
ず
し
て
萁
消 

錢
を
意
味
す
る
も
の
に
ざ

> 
る
な

W

 :

,

然
れ
と

.も

.論
者
或
は
英
：國
內
に

商
#
.

るA

如
上
の
商
品
は
國
：內
に
於

：

て
.ff
i

*
せ
“

か
若

- 

し
く
は
國
外
に
輸
送

^.
ら
れ
て
他
の
：貨
物
ざ
交
易

^

&
.る
.' 

終
る
：可
ぐ
結
局
吾
人
は
上
述 

の
-十
捣
磅
を
現
金
に
て
要
す
る

5

J 

>爲
'る
可

.

.しホ
：謂
は
：

.ん
。吾
人
：は
，

.此
：論
辑

:̂際
し
第
一
忙 

兹
に
；所
；謂
貨

-物
は
.；自
國

K

對
し
て
は
：其

用
途
：
大
な
ら
_ず
'單
.持
衮
易

.の
,
的

0.
爲
.め
.に
之
を

0
.

.辯
九
卷

(

一
M
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C

駒

說
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>
;
,
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^
代
” 

■ 0
$ 

,

八洱



m- ニ '3

'紙
九
卷O
 

K

ハ
5

論

說

ト

1
Tス
-
4ゾ
と
其
の
時
代 

第
t
號 

八
六

‘す
.ル
も

.

の

ビ

看

倣

；す

，こ

を

第

一:1

に
之
が
交
辱

^
於
で
縱
奋
當
該
貧
物
ゅ
輸
出
也
ら
れ

‘て
at
rc 

國
外
ょ
ぅ
他
の
货
物
の
形
德
に
於
で
國
內

R
輸
入
せ
ら
な

X

雖

も

然

も

尙

ほ

之

を

以

.て
國 

當

を

増

：進

し

國̂
を

使
«
す
.る

の

用
.；に

供
.
せ

、
し

め

得

，
.

-!
>
'こ
士
を

#
案

^.
ざ
を

^̂ 

こ

^
、

.

而

し

て

.最

後

に

之

を

1

定

：
の目
的
に
從
つ
て
限

.®
す

る

の

決

一

意
^

ら
ぼ
興
全
價
値
，は
玆
に
現 

合
：Q

形
滤
：に
於
て
囘
收

G

得
.な
こ

S

疑
問
の

'餘
地
な
し
^
の
现
由
を
以
て
之
に
答
へ
ん
ヾ

」

す
。

.何
ビ
な
れ
ば
是
等

0'
商
'品
.を
有
利
に
裒
却
し
得

'可
き
伊
太
：利
、土
耳
；古
及
び
其
餘
の
地
方
に
在 

ノ
ぅ
て
は
何
時
何
人
に
由

b 

.
て
其

_貨
.幣
を

.輸
出
す
る
も
自
由
な
る
に
於

.：て
ね
や

#

人
は
贸
易
.及 

.

び
商
品
を
除

.
-き
.て|

金
鈒

.を
取
得
す
可
き
手
段

'を
有
す
る
こ
ど
な

.

.，̂
'吾
^
,が
印
.度
質
易
に
使
用 

す
る
十
禽
の
正
貨

€
雛
も
曾
て
此
國
が
國
際
：質
易
に
依
り
て
取

.得
し
得
亿
る
所
に

?>
ら
す
や
、

. 

ぃ然
&
ば
印
度
產
の
貨
物
ビ
雖
も
亦
此
國
，に

IE
貨
を
齋

.す
可
き
力
な
し

ビ

せ

ん

や
。貨
幣
ば
«
物

.
• 

の
獲
物
に
し
て
貨
物
は
貧

#

の
IE
し
き
用
途
な
り

^

れ
ば
貨
幣
ば

®-

に
商
品
に
附
隨
す
る
も

‘ 

\ 

. 

.の
に
し
て

、
m
«

の
關
'係
は

*

に
木

^

分
な
，
6
。怫
獻

'西及
び

：：， V
e
n
k
e
:

.が

*

ん

練
の
現
金
を
土
耳
古
に
輸
送
す
る
事
情
並
に
商
業
以
外
に
何
等
の
財
源
な
き
國
家

.が

.克
ぐ
殷

.

.

■ 

富
を

.

*ひ
る
所
以
を
考
察
せ
ば

1
し
思
华
ば
に

‘過
ぐ
な

‘も
の

’.ぁ
^

ん
9此
國
の

,

】

般
賢
易
、に

じ

て
其
輸
久
年
额
に
比
し
輸
出
年
额
の
超

.過
を
見
ん
か
.吾
が
金
銀
の
存
在

®
は
食
然
增
加
せ
ざ 

る
を
得

H

る
な
：
6
。柬
：印
度
贺
易
は
正
に
铞
年

四
十
八
：
^
磅
の
，輸
出
に

對
し
賴
に
十
ニ
莴
'磅

の 

輸
入
を

行
ふ
.も
の
に
し
て
結
局
一
一
一
十
六
离
磅
.の

輸
出
超
過
へ
を
示
す

も
の
ミ

云

ふ
こ
，ビ
を

得
可 

し
。凡
.を

P
&

ゆ
る
人
間
の
行

ハ#
は
，皆
其
歸
結
を
有
甘
ざ
る
な
し
、
東
印
度
質
爲
亦
窮
極

0 !
目
的 

な
き
能
は
す
、印
度
物
產
を
海

外
に
'輸
送
賣
却
し
以
て
國
內
に
，貨
幣
を
取
得
す

る

も
の
即
ち
是

. 

な
ぅ
。土
其
古
各
地

c
g
o
m
e
,

 

G
&
o
w
y

低
陸
聯

#
_

 M
a
r
c
e
l
H
s

等
皆
此
目
.的
に
供
用
せ

ら

る
可
き
印 

度
物
產

?)
市
場
な

p
o,
0
し
て
此
國
に

.於
け
‘る
他
の
あ
&
ゆ
る

質

，易

差

額

：
を
合
算
す
る
も
未
だ 

1

東
印
度
質
易
の
差
額
に

'
ょ
办
て

1

.#
す
可
き
貨
幣

:0
;高
に
達
す
る
こ

^

な
か
.る
可
し

。M
u
n

 

は
斯
く
東
印
度
會
祉
の

®

め
に
萬
丈
の
氣
焰
を
吐
き
つ
、
第

一

の|

攻
擊
に
對
す
る
駁
論
を
終 

々
第
二
の

.非
難
に
向
つ
て
淇
論
障
を
張
求
ち
：：

' 

'..■ 

M 

.

: 

.

;

#
年

51
(
印
度

'貿
易
の

.目
的
を
以
て

.幾
多
.の
大
船
舶
建
造
せ
ら
る
ゝ
が
爲
め
に
造
船
用
材
著 

し 

< 稀
少

ビ

爲從つて

*
價
値
戚
彡
昴
滕
す
る
に
至
れ

i
、然
も
是
等
の
船
舶
は
遠
，洋
航
海 

の
：任
杯
在
：
$

て
本

«
/
綻̂
泊
す
る
で

‘ヒ
ダ
な
く
偶
々
本
國
奴
歸
航
す
る
も
旣
に
脆
弱
に

し

て

绡

九
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用
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可
く
 

4

ぁ
ち
ざ

^

が
故

R
國
家

U

«

ぬ
漤
鉍
應

'
:じ
て
隨
#
之
を
使
用
す
る
能
は 

ぎ
る

^

$ VJ

は

，朿

印

度

貿

爲

に

.對

す

る

非

雛

.'
0
第

-T
1
聲
fc
し
.て
又
ぼ
目
が
最
も
節
頸
な
る

1 

錄
を
以
て
视
破
せ
ん
ど
就
み
た
る
所
の
も
の
な
主
同
畲一一十
九

M
r彼
は
先
づ
船
舶
の
貴

®
な 

る
效
用
を
叙
述

L

而
し
て
木
材
其
他
造
船
の
：用
材
は
策
印
度
貿
易
の
開
始
以
後
國
內
に
於

C 

缺
.乏
を
隹
妙
其
價
格
騰
貴
せ
る
が
如
き
事
實
存
せ
ざ
る
を
立
證
甘
ん

S

せ
り
一
同
書
二
十
九
，

—

 

H
汁 

J 

頁
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:
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.

羊
毛
は
之
を
刈

$
樹
木
は
之
を
伐
る
に

.ゎ

.ら
ざ
れ
ば
以
て
每
人
が
所
要
の
貨
物
を
獲
得
す 

る
こ
ど

能
は
ず
。
®
生
.發
育
し
た
る
樹
木
は
之
を
利
用
す
る
の
機
#
を
失
せ
ば

鑣

て
又
枯

J
朽 

廢
す
る
の
秋
杧
際
會
す

.る
を
免
れ
ず
。逾
當
な

，る
，時
.機
に
於
て
適
當
な
•る
用
途
に

之

を

^

用
す 

.る
の
有

刺
な

る
所
以
を
知
&
ば
邦
家
の
安
寧
幸
福
を

«

保
す
可
き
城
壁
堡
壘

S

爲
6

質
易
及 

.び
戰
領
の
用
に
供
せ
ら
れ
て
其
富
裕

^
充
實

S
を
表
彰
す
る
旗
印
た
る
巨
襤
大
船
の
建
造
.に 

0
P
て
高
尙
且
つ
有
利
な
る
用
途
存
在
す
可
き
や
。而
し
て
其
每
年
の

E
造
.は
幾
莨
の
窮
民
に

. 

糊
口
の
資
を
與
へ
且
つ

®
が
王
國

R
取
り
て
必
須
な
る
エ

K

の
數
を
墦
加
す
る

k

與
つ
て
力

級

.

:

s i
, p
i

l

ff
i

.

':
f

:i
t

.

.

.0
:
;
■帳

簿

ギ

^

^

^
 

;

■

»

用

材

は

時

々
»

_

場

，

に
多
少
の
高
低
ぁ
る
を
免
れ
ざ
れ
と
も
結
局
之
が
品
質
に
於
て
«.袼
に
於
て
十
马
年
以
前

S 

.ネ

5M
J>
る
.こ
ど
な
く
彼

.

^

..;
«

之
を
.^-
願
ょ

P
輸
.入
す
る
が

'如
き
こ

V
J

な
く
依
然

Hampshire,'

.
tx
j
s
s
e
x
, 

K
e
n
t

及
び

tda
r
k
e
s
h
i
r
e

に
於
て
購
入
し
つ
、
わ
る
な
b
e而
し
て
當
時
大
船
の
肆
造
を
吁 

ふ
も
の
は
獨
り
東
印
度
會
社

.に
止

&

ず
、他
の
私
設
商
祉
も
亦
擧
つ
て
造
，船
に
_
中
せ
る
有
欉 

、
 

.は
實
に
英
國
空
前
の
盛
況
に
し
て
加
ふ
る
に
國
家
'亦
最
近
斷
ぇ
ず
幾
多
の
艨
艢
を
新
造
し
て 

.菩
が
無
比
の
海
軍
は
觅
ド
蒐
に
其
强
大
を
加
へ
つ
、
わ
る
を
思
は

 

< 
船
材
の
消
滅
缺
乏
に
對 

す
る
想

'像
は
蓋
し
犯
人
の
凝
に
外
な

&

ざ
る
可
し
。以
上
の
非
雛
は
論
據
颇
る
蒲
弱
な
る
愚
奪 

、の
I

に
^

け
る
も
の
な
る
が

.其
後
半
の
所

®

亦
誤

B

R
過
ぎ
ざ
る
を
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證
せ
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ど
し
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彼
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續
.け
た
1

同
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供
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用
せ
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、
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な
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，味 

«

此
の
即
を
往
來
し
て
常
住
國
內
に
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泊
る
こ
ビ
能
は
ざ
る
は
勿
偷
な
り
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雖
も
然
も
间
會

%

雜
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:
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'
‘
は
：不
に
緣
材
船

、
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；
®

需
_

食
0

«
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て

】

朝
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ぁ
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臨
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努
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j
o
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t
f
o
r
d
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並
た

.Ek
c
k
e
w
a
l
l
e

に
於
け
る
同
會

fi
t

の
機
內
及
び
倉
庫
を
視
察
す
る
漭
の
熟
知 

す
る
所
に
し
て
日
々
外
人
の

.敬
間
：絕
ぇ
ず
、彼
等
が
陛
下
の
威
力
を
仰
擧
歎
賞
す

.る
の
.標
?

:

德

つ

：、
命
る
な
.

加

V之
_

船
隊
の
外
、年
々
.斷
1
.
:ず
七
八
隻
の
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